
る
一
方
、
一
般
的
に
は
発
電
事
業

者
側
の
リ
ス
ク
を
需
要
家
側
で
一

定
程
度
負
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て

お
り
、
事
業
者
が
売
電
す
る
際
の

市
場
価
格
が
低
い
時
、
そ
の
分
環

境
価
値
を
高
く
す
る
こ
と
で
、
事

業
者
側
の
売
り
上
げ
を
安
定
化
さ

せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
実

際
は
電
力
の
売
買
契
約
は
な
く
、

環
境
価
値
を
取
引
し
て
い
る
だ
け

だ
が
、
実
質
長
期
固
定
価
格
で
再

エ
ネ
電
力
を
需
要
家
に
販
売
で

き
、
発
電
事
業
者
側
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
一
方
、
需
要
家
に
は
市

場
価
格
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
リ

ス
ク
と
な
り
得
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
リ
ス
ク
を
、
市

場
価
格
が
低
い
時
ほ
ど

高
い
プ
レ
ミ
ア
ム
を
発

電
事
業
者
が
享
受
で
き

る
Ｆ
Ｉ
Ｐ
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
市
場
価

格
が
低
い
時
で
も
、
需

要
家
に
本
来
転
嫁
さ
れ

る
金
額
（
環
境
価
値
の

上
げ
幅
）
を
引
き
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｐ
プ
レ
ミ
ア
ム

は
、
再
エ
ネ
が
採
算
を

得
る
た
め
に
必
要
な
売

価
と
、
市
場
価
格
と
の

差
分
を
埋
め
る
役
割
を

持
つ
。
そ
の
た
め
、
市

場
価
格
が
低
い
時
は
大

き
く
、
高
い
時
は
小
さ

く
な
る
。
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｐ

プ
レ
ミ
ア
ム
に
つ
い

て
、
一
定
値
を
超
え
る

場
合
（
市
場
価
格
が
低

い
場
合
）
は
事
業
者
が

需
要
家
に
超
え
た
分
を

還
元
し
、
逆
の
場
合

（
市
場
価
格
が
高
い
場

合
）
は
補
填
を
受
け
る

こ
と
で
、
市
場
価
格
の

ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
緩

和
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
場

価
格
と
逆
の
動
き
を
す

る
Ｆ
Ｉ
Ｐ
プ
レ
ミ
ア
ム

を
一
定
程
度
需
要
家
に

移
転
す
る
こ
と
で
、
需

要
家
の
Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
対

す
る
受
容
性
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
再
エ

ネ
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
元
々
、

Ｒ
Ｅ
１
０
０
企
業
等

が
、
比
較
的
小
規
模
の
再
エ
ネ
事

業
者
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
始
ま
っ
た
、
需
要
家
が
多
く

リ
ス
ク
を
取
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｐ
等
の
再
エ
ネ
導

入
促
進
制
度
で
得
ら
れ
る
利
益
を

需
要
家
と
分
け
合
う
、
ま
た
は
一

定
程
度
事
業
者
も
リ
ス
ク
を
負
う

よ
う
な
契
約
と
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
小
規
模
需
要
家
も
多
い
日

本
の
状
況
に
合
わ
せ
た
Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ａ

に
仕
立
て
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り

日
本
の
実
情
に
あ
っ
た
再
エ
ネ
導

入
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。

国
内
の
発
電
電
力
量
に
占
め
る

再
エ
ネ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
比
率
は
20
％
を
超
え
、
ま
す

ま
す
導
入
が
進
む
見
込
み
だ
。
企

業
が
再
エ
ネ
を
導
入
す
る
理
由

は
、
Ｒ
Ｅ
１
０
０
な
ど
国
際
的
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
省
エ
ネ
法
等
へ

の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
電
気
料

金
の
低
減
化
・
安
定
化
等
の
経
済

的
な
動
機
も
あ
り
、
事
業
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
足
元
で
も
そ
の

導
入
意
欲
は
減
退
し
て
い
な
い
。

自
動
車
業
界
に
お
い
て
も
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
や
日
産
自
動
車
は
、

再
エ
ネ
導
入
も
含
め
た
２
０
５
０

年
ま
で
の
世
界
の
工
場
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
目
標
を
掲
げ
、
ま
た
本

田
技
研
工
業
も
、
50
年
ま
で
の
カ

ー
ボ
ン
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

率
１
０
０
％
を
掲
げ
る
な
ど
、
再

エ
ネ
導
入
の
動
き
は
進
め
ら
れ
て

い
る
。

自
家
発
電
設
備
設
置
や
証
書
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
等
で
の
再
エ
ネ

導
入
が
こ
れ
ま
で
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
近
年
で
は
発
電
事
業
者
が

需
要
家
に
対
し
再
エ
ネ
の
電
力
と

環
境
価
値
を
セ
ッ
ト
で
供
給
す
る

Ｐ
Ｐ
Ａ
（
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｐ
ｕ
ｒ

ｃ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ

Ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
、
電
力
供
給
契
約
）
と
呼
ば

れ
る
手
法
や
、
そ
の
変
化
形
で
あ

る
Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ

Ｐ
Ｐ
Ａ
）
が
普
及
し
始
め
て
い

る
。
Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ａ
と
は
、
発
電
事
業

者
が
実
際
に
は
電
力
を
需
要
家
に

供
給
せ
ず
、
卸
電
力
市
場
に
売
電

し
、
環
境
価
値
の
み
を
需
要
家
に

直
接
供
給
す
る
方
法
で
、
至
近
で

は
、
三
菱
商
事
・
村
田
製
作
所
が

Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ａ
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
再
エ

ネ
調
達
で
合
意
す
る
な
ど
し
て
い

る
。Ｖ

Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、
電
力
の
購
入
先

を
変
え
ず
に
環
境
価
値
を
取
得
で

き
る
な
ど
需
要
家
メ
リ
ッ
ト
が
あ

（
次
回
は
12
月
19
日
に
掲
載
し

ま
す
） ＦＩＰプレミアムを活用した脱炭素化の新たな潮流

川谷
か わ た に

紘基
ひ ろ き
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